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◉
論
考

野
々
口
立
圃
『
十
帖
源
氏
』
の
初
版
と
覆
刻

沼
尻
　
利
通

は
じ
め
に

『
十
帖
源
氏
』
は
、
江
戸
時
代
の
源
氏
物
語
の
挿
絵
入
り
梗
概
書
で
あ
る
。
著
者

の
野
々
口
立
圃
は
俳
人
と
し
て
名
を
な
し
た
が
、
若
い
頃
は
松
永
貞
徳
の
門
下
で

あ
っ
た
。
松
永
貞
徳
は
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
作
品
を
重
ん
じ
、
そ
の
弟
子

た
ち
も
『
絵
入
源
氏
』
の
山
本
春
正
や
『
湖
月
抄
』
の
北
村
季
吟
な
ど
、
近
世
を

代
表
す
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
出
版
し
た
人
物
を
多
く
輩
出
し
た
。
立
圃
も

そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
彼
の
発
句
に
「
源
氏
な
ら
で
上じ
や
う

下げ

に
い
は
ふ
若
菜
哉か

な

」「
夕
霧
に
雲
井
の
鴈か

り

や
あ
ま
へ
声
」
と
あ
り（
1
）、『
源
氏
物

語
』
は
立
圃
の
詩
嚢
を
肥
や
し
て
い
た
。

立
圃
の
手
が
け
た
『
十
帖
源
氏
』
の
研
究
は
、
挿
絵
の
研
究
や
梗
概
化
の
方
法

な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（
2
）。
諸
版
の
研
究
は
、
吉
田
幸
一
「『
十
帖
源

氏
』
考（
3
）」
と
い
う
論
文
が
最
初
で
最
後
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
れ
以
後
は
積
極
的

に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
吉
田
論
文
の
講
究
が
優
れ
て
い
る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
吉
田
論
文
に
よ
る
と
、
立
圃
の
跋
文
・
刊
記
の
有
無
に
よ
り
、

『
十
帖
源
氏
』
は
四
種
類
あ
る
。
以
下
、
そ
の
分
類
を
引
用
す
る
と
、

Ａ

万
治
四
年
荒
木
利
兵
衛
版
＝
こ
の
刊
本
に
は
巻
末
に
署
名
の
な
い
跋
文

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
「
万
治
四
年
卯
月
吉
辰　

荒
木
利
兵
衛
板
行
」

の
刊
記
が
あ
る
も
の
。

Ｂ

万
治
四
年
立
圃
自
跋
本
＝
巻
末
の
跋
文
に
「
万
治
四
年
卯
月
吉
辰　

立

圃
」
と
あ
り
、
刊
記
を
欠
く
も
の
。

Ｃ

立
圃
自
跋
無
刊
記
本
＝
巻
末
の
跋
文
に
立
圃
の
署
名
が
あ
る
の
み
で
、

刊
記
が
な
い
も
の
。

Ｄ

無
跋
無
刊
記
本
＝
巻
末
の
跋
文
も
刊
記
も
な
い
も
の
。

と
、
四
つ
に
弁
別
し
て
い
る
。
成
立
順
は
、
Ｄ
→
Ｃ
→
Ａ
→
Ｂ
で
あ
り
、
Ａ
の
刊

記
「
万
治
四
年
」（
一
六
六
一
年
）
は
、
あ
く
ま
で
刊
行
年
で
あ
っ
て
、
成
立
は
そ

れ
よ
り
前
に
遡
る
と
す
る
。
分
類
方
法
や
、
成
立
に
関
す
る
考
察
も
、
説
得
力
の

あ
る
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
異
議
は
な
い
。

た
だ
、
一
点
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
四
種
類
の
版
本
の
板

木
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
覆
刻
の
可
能
性
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
吉
田
論
文
を
み
る
と
「
絵
入
『
十
帖
源
氏
』
十
巻
十
冊
の
現
存
諸
本
は
、

す
べ
て
同
一
版
式
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
」
と
さ
れ
、「
Ａ
本
も
ま
た
跋
文
の

署
名
部
分
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
Ｂ
本
同
様
に
後
印
本
で
あ

る
こ
と
に
な
る
」
と
、「
後
印
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
種
類
の
板
木
は

同
一
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る（
4
）。『
十

帖
源
氏
』
に
は
、
摺
っ
た
原
版
は
同
一
の
も
の
で
、
重
刷
（
重
印
）
の
も
の
も
あ
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る
と
い
う
わ
け
だ
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、『
十
帖
源
氏
』
の
覆
刻
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
諸
本
の
行
の
高
さ

版
本
の
覆
刻
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
諸
本
の
匡
郭
を
計
測
す
る
の
が

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で
あ
る
。
現
代
の
工
場
制
機
械
工
業
で
生
産
さ
れ
る
本

は
、
初
版
と
覆
刻
は
ほ
ぼ
同
じ
物
を
生
産
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
生
産
さ
れ
る
本
も
、
初
版
と
覆
刻
で
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
の
も
の
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
版
本
は
違
う
。
い
く
ら
精
確
を
期

し
て
複
製
を
作
っ
た
と
は
い
え
、
そ
し
て
技
術
が
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
家
内

制
手
工
業
に
よ
る
生
産
物
で
あ
る
。
手
で
彫
る
作
業
が
あ
る
た
め
、
板
木
が
切
り

か
わ
れ
ば
自
ず
と
差
異
が
出
て
し
ま
う
。
こ
の
差
異
は
具
体
的
に
は
匡
郭
の
寸
法

な
ど
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。
覆
刻
の
匡
郭
の
寸
法
に
違
い
が
出
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
利
用
し
て
諸
版
を
分
類
し
た
論
文
は
、
木
村
三
四
吾
「『
西
鶴
織

留
』
諸
版
考（
5
）」
が
著
名
で
あ
る
。『
十
帖
源
氏
』
の
本
文
に
は
匡
郭
が
な
い
た

め
、
一
行
の
長
さ
を
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に
で
き
る
。『
十

帖
源
氏
』
の
諸
版
を
調
査
し
、
本
文
の
特
定
の
箇
所
の
長
さ
を
測
っ
て
み
た
。
そ

の
結
果
が
次
の
表
で
あ
る
。

「
種
類
」
は
、
先
に
示
し
た
吉
田
論
文
に
よ
る
分
類
方
法
を
用
い
、
Ａ
は
国
文
学

研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
本
（
国
文
研
雁
・
請
求
番
号
：12/486/1-10

）、
東
洋
文

庫
本
（
東
洋
文
Ⅶ
・
請
求
番
号
：
Ⅶ/2-F-a/22

）。
Ｂ
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館

支
子
文
庫
本
（
九
大
支
子
・
請
求
番
号
：913/

シ-3/1-1/10

）、
佐
賀
大
学
附
属

図
書
館
小
城
文
庫
乙
本
（
佐
賀
大
乙
・
請
求
番
号
：091/10/

（1

）
～
（1	0

））。
Ｃ

所　　蔵　　先 国文研雁 東洋文Ⅶ 九大支子 佐賀大乙 早大五冊 京大人環 佐賀大甲 祐徳中川
種　　　類 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ

巻一序文冒頭 18.9	 18.8	 18.8	 18.8	 19.4	 19.4	 19.6	 19.6	
巻一「桐壺」冒頭 19.0	 19.0	 19.0	 19.0	 19.6	 19.6	 19.8	 19.8	
巻一「空蝉」最終丁 19.0	 19.0	 19.0	 19.0	 19.4	 19.5	 19.7	 19.6	
巻二「夕顔」冒頭 18.9	 18.8	 18.8	 18.8	 19.4	 19.3	 19.5	 19.5	
巻二「葵」最終丁 19.1	 19.0	 19.0	 19.0	 19.6	 19.6	 19.8	 19.8	
巻三「榊」冒頭 19.3	 19.2	 19.2	 19.2	 19.8	 19.8	 19.9	 19.9	
巻三「絵合」最終丁 19.2	 19.1	 19.2	 19.2	 19.6	 19.5	 19.5	 19.6	
巻四「松風」冒頭 19.3	 19.2	 19.2	 19.2	 19.7	 19.7	 19.8	 19.8	
巻四「乙女」最終丁 19.2	 19.3	 19.4	 19.2	 19.8	 19.8	 20.0	 20.0	
巻五「玉鬘」冒頭 19.4	 19.3	 19.2	 19.1	 19.7	 19.7	 19.9	 19.9	
巻五「真木柱」最終丁 19.0	 18.9	 19.0	 19.0	 19.5	 19.5	 19.6	 19.7	
巻六「梅枝」冒頭 19.4	 19.3	 19.4	 19.4	 19.6	 19.6	 19.8	 19.9	
巻六「若菜下」最終丁 19.2	 19.2	 19.3	 19.3	 19.7	 19.6	 19.8	 19.7	
巻七「柏木」冒頭 19.0	 19.0	 19.0	 19.0	 19.5	 19.5	 19.7	 19.7	
巻七「竹川」最終丁 19.2	 19.3	 19.1	 19.4	 19.5	 19.7	 19.8	 20.0	
巻八「橋姫」冒頭 19.5	 19.5	 19.4	 19.4	 19.8	 19.9	 20.0	 20.0	
巻八「角総」最終丁 15.5	 15.5	 15.4	 15.5	 16.0	 16.1	 16.0	 16.1	
巻九「早蕨」冒頭 19.4	 19.4	 19.3	 19.3	 19.9	 20.0	 20.0	 20.0	
巻九「浮舟」最終丁 19.4	 19.3	 19.4	 19.5	 19.7	 19.8	 19.7	 19.7	
巻十「蜻蛉」冒頭 19.5	 19.4	 19.5	 19.4	 19.7	 19.8	 19.9	 19.8	
巻十「夢浮橋」最終丁 19.0	 19.0	 18.9	 19.0	 19.5	 19.6	 19.8	 19.7	
巻十跋文冒頭 18.5 18.5 18.7 18.7 19.3 19.3 なし なし
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は
早
稲
田
大
学
図
書
館
五
冊
本
（
早
大
五
冊
・
請
求
番
号
：
ヘ12/02847/1

～

5	
）、
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
総
合
人
間
学
部
図
書
館
本
（
京
大
人
環
・

請
求
番
号
：095.2/1/

林
文
庫
）。
Ｄ
は
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
文
庫
甲
本

（
佐
賀
大
甲
・
請
求
番
号
：091/9/

（1

）
～
（1	0

））、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本

（
祐
徳
中
川
・
請
求
番
号
：6/21/30

）。
以
上
の
諸
本
を
用
い
た
。

「
巻
一
序
文
冒
頭
」
は
、
巻
一
の
序
文
冒
頭
部
一
行
目
「
光
源
氏
物
語
ハ
村
上
天

皇
女
十
宮
大
斎
院
」
の
箇
所
で
あ
る
。
数
字
は
、
こ
の
一
行
の
長
さ
（
高
さ
）
を

計
測
し
た
数
値
で
あ
り
、
セ
ン
チ
を
規
準
に
し
た
。
序
文
の
一
行
目
は
、
国
文
学

研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
本
は
一
八
・
九
セ
ン
チ
、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
は

一
九
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
巻
一
は
序
文
も
計
測
し
た
が
、
本
文
も
計
測
し
て
い

る
。「
巻
一
「
桐
壺
」
冒
頭
」
と
は
、
巻
一
の
「
桐
壺
」
巻
の
冒
頭
一
行
目
の
こ
と

を
示
し
て
い
る
。「
桐
壺
」
巻
は
三
丁
表
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
一
行
目
は
「
い
つ
れ

の
御
時
に
か
女
御
か
う
ゐ
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
給
け
る
」
で
あ
る
。
こ
の
一
行
の
長

さ
を
計
測
し
た
。
巻
の
冒
頭
部
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
最
終
丁
の
一

行
目
の
長
さ
も
計
測
し
た
。「
巻
一
「
空
蝉
」
巻
最
終
丁
」
は
、
巻
一
の
「
空
蝉
」

巻
の
最
終
丁
一
行
目
の
こ
と
を
さ
す
。
巻
一
の
最
後
の
巻
は
「
空
蝉
」
巻
で
あ
る
。

二
九
丁
裏
が
最
終
丁
で
、
そ
の
一
行
目
が
「
つ
け
も
な
し
う
つ
せ
み
の
君
も
あ
さ

か
ら
ぬ
御
け
し
き
」
と
あ
り
、
こ
の
行
の
高
さ
を
計
測
し
て
い
る
。
巻
三
、
四
、

五
の
よ
う
に
、
最
終
丁
が
本
文
で
は
な
く
挿
絵
の
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
丁
の
一
行
目
（
挿
絵
が
裏
の
場
合
は
表
の
本
文
の
一
行
目
）
を
計
測
し

た
。
巻
十
は
、「
夢
浮
橋
」
巻
の
最
終
丁
の
裏
が
挿
絵
の
た
め
、
表
の
本
文
を
計
測

し
て
い
る
。
巻
十
は
最
終
巻
で
、
Ｄ
以
外
に
は
跋
文
が
あ
る
。
跋
文
の
冒
頭
一
行

目
「
此
一
部
年
来
心
に
し
め
て
見
れ
共
〳
〵
は
ゝ
き
ゝ
の
」
も
計
測
し
た（
6
）。
な

お
、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
文
庫
甲
本
に
は
、
立
圃
自
筆
の
跋
文
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
も
と
は
跋
文
の
な
い
Ｄ
に
分
類
さ
れ
る
本
で
あ
る
。
自
筆
の
跋
文
は

計
測
せ
ず
「
な
し
」
と
し
た（
7
）。

こ
の
よ
う
に
各
巻
で
共
通
す
る
冒
頭
本
文
一
行
目
、
最
終
丁
一
行
目
の
、
一
行

の
長
さ
を
計
測
し
、
一
覧
表
に
し
て
み
る
と
、
Ａ
、
Ｂ
と
Ｃ
、
Ｄ
の
二
つ
に
分
類

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
＝
Ｂ
、
Ｃ
＝
Ｄ
の
そ
れ
ぞ
れ
二
種
類
の
板
木
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
巻
七
「
竹
川
」
巻
の
最
終
丁
一
行
目
は
、
い
さ
さ
か
疑
問

に
感
じ
ら
れ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
早
大
五
冊
本
は
一
九
・
五
セ
ン
チ
で
、
佐
賀

大
甲
本
と
祐
徳
中
川
本
は
二
〇
セ
ン
チ
。
早
大
五
冊
本
の
数
値
は
、
Ａ
や
Ｂ
の
佐

賀
大
学
乙
本
に
近
似
す
る
か
ら
、
こ
の
巻
七
の
Ｃ
に
関
し
て
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
板
木

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
値
の
上
で
は
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
早
大
五
冊
本
固
有
の
問
題
で
あ
る
。
巻
七
「
竹
川
」
巻
の
最
終
丁
一
行
目

は
「
ね
は
さ
ら
に
参
給
は
す
年
こ
ろ
あ
り
て
又
お
と
こ
み
こ
」
の
文
で
あ
る
が
、

こ
こ
の
文
の
末
尾
「
み
こ
」
の
「
こ
」
が
、
早
大
五
冊
本
は
虫
損
に
よ
り
「
こ
」

の
下
の
線
が
計
測
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
と
し
て
Ａ
や
Ｂ
に
近
似
し
た

値
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ

と
Ｄ
と
二
つ
に
分
類
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
近
似
す
る
。
Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ

と
比
べ
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
の
方
が
五
ミ
リ
ほ
ど
縮
小
し
た
値
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ
の
板
木
が
違
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
板
木
や
紙
は
、
湿
度

の
変
化
に
よ
っ
て
多
少
の
伸
縮
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
板
木
で
摺
ら
れ
た

と
し
て
も
、
ミ
リ
単
位
で
は
一
致
し
な
い
。
お
よ
そ
二
～
三
ミ
リ
ほ
ど
の
差
異
は

で
て
き
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
五
ミ
リ
以
上
は
、
板
木
や
紙
の
伸
縮
で
は
説
明
で

き
な
い
。
Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ
の
板
木
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
覆
刻
は
、『
十
帖

源
氏
』
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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二
、
取
り
合
わ
せ
本

先
に
示
し
た
表
か
ら
、『
十
帖
源
氏
』
の
版
本
は
、
Ａ
＝
Ｂ
、
Ｃ
＝
Ｄ
と
、
二
つ

に
分
類
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
板
木
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
た
。
先
の
一

覧
表
以
外
の
本
を
調
査（
8
）
し
て
も
、
そ
の
値
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
た
だ
、
諸
本
を

調
査
し
て
い
く
と
、
い
く
つ
か
の
取
り
合
わ
せ
本
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
東
海

大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
の
乙
本
（
桃
園
文
乙
・
請
求
番
号
：
桃8/103

）

や
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
十
冊
本
（
早
大
十
冊
・
請
求
番
号
：
文
庫30/a0213

）

で
あ
る
。
先
の
表
で
計
測
し
た
箇
所
と
同
じ
行
の
高
さ
を
計
測
し
、
表
に
し
て
み

た
。
桃
園
文
庫
乙
本
も
早
稲
田
大
学
十
冊
本
も
共
に
跋
文
が
な
く
、
し
た
が
っ
て

Ｄ
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
両
本
と
も
に
Ａ
か
Ｂ
の
本

を
取
り
混
ぜ
た
も
の
で
あ
る
。
桃
園
文
庫
乙
本
は
、
巻
四
、
巻
七
、
巻
八
。
早
稲

田
大
学
十
冊
本
は
巻
一
か
ら
巻
八
ま
で
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
行
の
高
さ
を
計
測
す

る
と
、
Ａ
か
Ｂ
の
版
本
を
取
り
混
ぜ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

桃
園
文
庫
乙
本
は
、
現
物
を
見
る
と
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ

か
る
。
桃
園
文
庫
乙
本
は
、
全
体
を
瞥
見
す
る
と
、
漢
字
に
か
な
を
ふ
っ
た
書
き

入
れ
が
多
く
見
ら
れ
、
一
部
、
朱
が
入
っ
た
も
の
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
、
巻
四
、

七
、
八
に
は
書
き
入
れ
が
な
い
。
そ
の
上
、
丁
の
下
部
を
、
一
・
三
セ
ン
チ
ば
か

り
の
紙
が
加
え
ら
れ
、
本
の
高
さ
を
揃
え
る
よ
う
細
工
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
、
七
、

八
は
違
っ
た
出
自
の
も
の
が
、
後
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
憶
測

で
言
う
な
ら
、
も
と
に
な
っ
た
Ｄ
の
本
の
、
巻
四
、
七
、
八
が
何
ら
か
の
事
情
で

欠
け
て
し
ま
っ
た
。
か
わ
り
に
Ａ
か
Ｂ
の
本
の
、
巻
四
、
七
、
八
を
加
え
た
。
し

か
し
、
本
の
高
さ
が
違
い
、
見
栄
え
が
悪
い
。
巻
一
、
二
、
三
、
五
、
六
、
九
、

十
の
本
を
削
っ
て
、
本
の
高
さ
を
揃
え
る
よ
り
も
、
巻
四
、
七
、
八
の
丁
の
下
部

に
紙
を
貼
り
、
高
さ
を
揃
え
れ
ば
、
あ
た
か
も
揃
い
の
本
の
よ
う
な
見
栄
え
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
細
工
は
、
古
書
肆
の
手
に
よ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
揃
い
の

本
で
あ
っ
た
ほ
う
が
売
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
桃
園
文
庫
乙
本
は
、
吉
田
幸
一

が
「
初
版
初
印
本
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
装
訂
を
「
原
装
本
」
と
し
て
い
る（
9
）

が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
、
装
訂
も
後
人
の
手
に
な
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
十
冊
本
は
、
本
の
高
さ
は
揃
え
て
あ
る
。
桃
園
文
庫
乙
本
の
よ
う

に
紙
を
加
え
る
の
で
な
く
、
大
き
い
方
を
削
り
、
揃
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
九
、

十
に
は
書
き
入
れ
が
多
く
見
ら
れ
、
対
し
て
巻
一
か
ら
巻
八
ま
で
の
本
に
は
書
き

入
れ
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
行
の
高
さ
か
ら
勘
案
す
る
に
、
Ａ
か
Ｂ
の
巻
一
か

ら
八
と
、
Ｄ
の
巻
九
か
ら
十
を
合
わ
せ
、
本
の
高
さ
を
揃
え
、
あ
た
か
も
揃
い
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
に
示
し
た
表
に
よ
っ
て
、『
十
帖
源
氏
』
の
Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と

所　　蔵　　先 桃園文乙 早大十冊
巻一序文冒頭 19.7	 18.7	
巻一「桐壺」冒頭 19.9	 19.2	
巻一「空蝉」最終丁 19.7	 19.0	
巻二「夕顔」冒頭 19.5	 18.8	
巻二「葵」最終丁 19.8	 19.1	
巻三「榊」冒頭 19.9	 19.3	
巻三「絵合」最終丁 19.6	 19.2	
巻四「松風」冒頭 19.4	 19.3	
巻四「乙女」最終丁 19.3	 19.3	
巻五「玉鬘」冒頭 19.9	 19.4	
巻五「真木柱」最終丁 19.9	 19.1	
巻六「梅枝」冒頭 20.0	 19.4	
巻六「若菜下」最終丁 19.8	 19.2	
巻七「柏木」冒頭 19.0	 19.0	
巻七「竹川」最終丁 19.2	 19.5	
巻八「橋姫」冒頭 19.3	 19.5	
巻八「角総」最終丁 15.4	 15.5	
巻九「早蕨」冒頭 20.0	 20.1	
巻九「浮舟」最終丁 19.8	 19.8	
巻十「蜻蛉」冒頭 19.9	 19.9	
巻十「夢浮橋」最終丁 19.8	 19.7	
巻十跋文冒頭 なし なし
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Ｄ
は
、
二
種
類
の
板
木
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
の
覆
刻
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
絵
の
相
違
点

Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
板
木
が
違
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い

う
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
絵
を
見
て
い
く
と
、
Ａ
Ｂ
、
Ｃ
Ｄ
は
、
微
妙
に
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
挿
絵
の
違
い
は
、
巻
二
「
若
紫
」
巻
、「
雀
の
子
を

い
ぬ
き
が
逃
が
し
つ
る
」
の
挿
絵
で
の
、
雀
の
有
無
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｂ
の
版
で
は
、
雀
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｄ
の
版
で
は
、
雀
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
清
水
婦
久
子
に
よ
り
指
摘
さ
れ（
10
）、
拙
稿
で
も
佐
賀
大
学
小
城
鍋

島
文
庫
の
甲
本
（
Ｄ
）
と
乙
本
（
Ｂ
）
を
素
材
に
し
て
、
巻
四
「
乙
女
」、
巻
五

「
野
分
」、
巻
七
「
竹
川
」、
巻
九
「
東
屋
」、
巻
十
「
手
習
」、
巻
十
「
夢
浮
橋
」
で

の
画
像
を
比
較
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（
11
）。
本
稿
で
は
、
先
に
検
討
し
た
図
版
以

外
の
も
の
を
用
い
て
、
そ
の
相
違
点
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
比
較
に
用

い
た
図
版
は
、
Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文
庫
本
（
以
下
、
光
丘

文
庫
本
）
と
、
Ｄ
に
分
類
さ
れ
る
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
以
下
、
中
川
文

庫
本
）
に
よ
っ
た
。

ま
ず
は
、
巻
三
「
花
散
里
」
巻
、
光
源
氏
が
麗
景
殿
女
御
の
も
と
を
訪
問
し
、

時
鳥
の
和
歌
を
詠
み
交
わ
す
図
版
で
あ
る
。
右
上
に
月
が
描
か
れ
、
月
の
左
下
に

は
時
鳥
が
確
認
で
き
る
。
中
央
や
や
上
に
光
源
氏
が
お
り
、
左
下
に
は
几
帳
に
隠

れ
た
女
君
が
い
る
。
こ
の
図
版
は
、
よ
く
見
る
と
微
妙
に
異
な
る
。
例
え
ば
女
君

の
右
の
御
簾
の
縁
と
壁
の
縁
を
注
目
す
る
と
、
図
版
１
の
中
川
文
庫
本
は
模
様
を

黒
抜
き
に
し
て
い
る
が
、
図
版
２
の
光
丘
文
庫
本
で
は
模
様
を
白
抜
き
に
し
て
い

【図版１】Ｄ中川文庫本 【図版２】Ｂ光丘文庫本

巻三「花散里」巻 著作権保護のため図は非表示
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る
。
ま
た
、
右
上
か
ら
蛇
行
す
る
遣
水
の
流
れ
も
、
図
版
１
は
丁
寧
に
線
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
図
版
２
で
は
、
線
が
は
っ
き
り
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
図

版
で
示
し
た
中
川
文
庫
本
、
光
丘
文
庫
本
に
固
有
の
現
象
で
は
な
い
。
取
り
合
わ

せ
本
な
ど
の
特
殊
な
例
を
除
け
ば
、
先
に
示
し
た
諸
本
で
も
確
認
で
き
る
。
中
川

文
庫
本
の
図
版
は
、
Ｃ
、
Ｄ
に
分
類
さ
れ
る
諸
本
に
も
確
認
で
き
、
一
方
、
光
丘

文
庫
本
の
図
版
は
Ａ
、Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
諸
本
に
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
御

簾
の
縁
の
模
様
を
白
抜
き
と
す
る
も
の
が
Ａ
、
Ｂ
で
、
黒
抜
き
が
Ｃ
、
Ｄ
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
わ
か
り
や
す
い
指
標
と
な
る
図
版
の
異
同
を
示
し
て
お
き
た
い
。

巻
十
「
夢
浮
橋
」
巻
の
終
末
、
小
君
が
手
紙
を
片
手
に
殿
舎
の
前
に
た
た
ず
む
図

版
が
あ
る
。
こ
の
殿
舎
の
右
に
窓
が
あ
る
。
こ
の
窓
の
縦
の
筋
が
、
図
版
３
、
４

の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
図
版
３
は
多
く
の
筋
が
あ
る
が
、
図
版

４
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
先
に
示
し
た
諸
本
で
も
同
じ
で
、
Ｃ
、
Ｄ
の
版
は
図
版

３
の
よ
う
に
、
Ａ
、
Ｂ
の
版
は
図
版
４
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
例
は
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
だ
け
を
埋
木
で
訂
す
る
よ
う
な
箇
所
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
、
板
木
が
切
り
か
わ
っ
た
と
し
か
説
明
が
つ
か
な
い
。
で

は
、
ど
ち
ら
の
版
が
初
版
で
、
ど
ち
ら
の
版
が
覆
刻
な
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
図
版
の
異
同
を
細
か
く
確
認
し
て
い
く
し
か
な
い
。
Ａ
、
Ｂ
と
Ｃ
、

Ｄ
の
版
の
図
版
の
相
違
点
は
、
注
意
深
く
見
て
い
く
と
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

巻
六
「
梅
枝
」
巻
で
、
光
源
氏
が
女
房
に
墨
を
す
ら
せ
て
い
る
図
版
。
墨
を
す

る
女
房
の
手
元
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
図
版
５
の
女
房
の
手
に
は
墨
が
握
ら
れ
て

い
る
が
、
図
版
６
の
女
房
の
手
に
は
、
墨
が
な
い
。
こ
の
図
版
は
、
本
文
の
「
女

房
二
三
人
は
か
り
す
み
す
ら
せ
て
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

墨
を
す
っ
て
な
い
と
困
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
Ｃ
、
Ｄ
の
図
版
は
、
よ
り
精
確

に
描
い
て
お
り
、
Ａ
、
Ｂ
の
図
版
は
墨
を
手
に
持
っ
て
お
ら
ず
、
間
が
抜
け
て
い

る
。
Ａ
、
Ｂ
の
図
版
に
は
い
さ
さ
か
粗
雑
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
良
い
よ
う

で
あ
る
。

図
版
の
粗
雑
さ
と
い
う
視
点
か
ら
、
次
の
二
点
を
比
較
し
て
み
た
い
。
一
つ
は
、

「
総
角
」
巻
で
、
禁
足
中
の
匂
宮
が
、
女
一
宮
の
も
と
で
絵
を
描
い
て
い
る
挿
絵
で

あ
る
。
格
子
が
室
外
に
向
け
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
格
子
の
下
か
ら
、
欄
干
に
か

け
て
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
筆
を
手
に
す
る
匂
宮
の
左
上
に
あ
た
る
箇
所
で
あ

る
。
図
版
７
で
は
、
格
子
と
欄
干
の
間
に
、
そ
の
向
こ
う
側
か
ら
生
え
る
木
の
繁

茂
す
る
葉
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
版
８
で
は
、
格
子
と
欄
干
の
間
は
空

白
で
あ
る
。
図
版
８
は
、
お
そ
ら
く
図
版
７
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

【図版３】Ｄ中川文庫本の拡大

【図版５】Ｄ中川文庫本の拡大

【図版４】Ｂ光丘文庫本の拡大

【図版６】Ｂ光丘文庫本の拡大

巻十「夢浮橋」巻の拡大

巻六「梅枝」巻の拡大

著作権保護のため図は非表示
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れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
、
Ｄ
が
初
版
で
、
そ
の
覆
刻
が
Ａ
、
Ｂ
で
あ
る
。
覆
刻
は
、

初
版
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
完
璧
に
は
写
せ
ず
、
い
さ
さ
か
粗
雑
に

な
っ
た
。
意
識
的
な
省
略
か
、
単
純
な
ミ
ス
か
は
判
別
で
き
な
い
が
、
Ａ
、
Ｂ
は

絵
の
精
確
さ
に
疑
問
符
が
つ
く
。

い
ま
一
つ
、「
浮
舟
」
巻
、
匂
宮
が
浮
舟
の
も
と
に
赴
く
挿
絵
。
図
版
９
は
、
上

部
に
み
え
る
山
々
や
雲
の
線
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
の
周
辺
に
も

線
が
描
か
れ
、
左
下
の
岩
も
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
図
版
10
で
は
、

そ
れ
ら
細
か
く
描
か
れ
て
い
た
線
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
の
重
要
な
と

こ
ろ
は
、
出
か
け
て
い
く
匂
宮
と
そ
の
一
行
で
あ
る
か
ら
、
絵
の
勘
所
は
押
さ
え

ら
れ
て
お
り
、
山
々
や
雲
、
岩
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
い
。
た
だ
図
版
の
精
密
さ
と

い
う
点
で
は
、
図
版
９
が
精
密
で
あ
り
、
図
版
10
は
粗
雑
で
あ
る
。

【図版７】Ｄ中川文庫本

【図版８】Ｂ光丘文庫本

巻八「総角」巻

【図版９】Ｄ中川文庫本【図版10】Ｂ光丘文庫本

巻九「浮舟」巻

著作権保護のため図は非表示
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こ
れ
ら
の
例
は
、
図
版
に
示
し
た
中
川
文
庫
本
や
光
丘
文
庫
本
の
固
有
の
現
象

で
は
な
く
、
他
の
諸
本
で
も
、
Ｃ
、
Ｄ
の
図
版
は
精
密
で
あ
り
、
Ａ
、
Ｂ
の
図
版

は
い
さ
さ
か
粗
雑
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
同
じ
板
で
の
摺
り
が
重
な
っ
た
た
め

に
線
が
摩
滅
し
た
、
も
し
く
は
版
摺
職
人
の
馬
楝
の
加
減
に
起
因
す
る
の
で
は
な

く
、
板
が
切
り
か
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
を
勘
案
す
れ
ば
、
Ｃ
、
Ｄ
は
初
版
、
Ａ
、
Ｂ
は
覆
刻
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
、
Ｄ

が
も
と
に
な
り
、
Ａ
、
Ｂ
が
覆
刻
さ
れ
た
。
被
せ
彫
り
で
覆
刻
を
作
る
さ
い
に
、

細
か
な
箇
所
が
省
略
さ
れ
た
り
、
ミ
ス
が
生
じ
た
。
た
だ
、
絵
の
要
諦
は
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
修
正
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
巻
三
「
花
散
里
」、
巻
六
「
梅
枝
」、
巻
八
「
総
角
」、
巻
九

「
浮
舟
」、
巻
十
「
夢
浮
橋
」
の
図
版
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
図
版
の
異
同
を
検

討
す
る
と
、
Ａ
や
Ｂ
の
図
版
は
、
Ｃ
や
Ｄ
の
図
版
と
比
べ
、
景
物
な
ど
の
描
き
方

に
省
略
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
丹
念
に
描
か
れ
た
Ｃ
、
Ｄ
が
初
版
で
あ

り
、
被
せ
彫
り
に
よ
る
覆
刻
を
作
成
す
る
さ
い
に
、
景
物
な
ど
細
か
い
所
を
彫
り

落
と
し
た
り
、
省
略
し
た
も
の
が
Ａ
、
Ｂ
で
あ
る
と
推
測
で
き
た
。
な
お
、
取
り

合
わ
せ
本
に
お
け
る
絵
の
比
較
に
お
い
て
も
、
行
の
高
さ
の
数
値
に
よ
る
分
類
結

果
と
は
矛
盾
し
な
い
。『
十
帖
源
氏
』
に
は
二
つ
の
板
木
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
二
つ
の
板
木

『
十
帖
源
氏
』
の
跋
文
に
「
老
て
二
た
び
児
に
成
た
り
と
い
ふ
に
や
」
と
の
文
言

が
あ
る
。
こ
れ
が
立
圃
の
還
暦
を
さ
す
と
考
え
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
ご

ろ
の
成
立
と
す
る
、
渡
辺
守
邦
の
説
が
あ
る（
12
）。「
老
て
二
た
び
児
に
成
た
り
」
の

文
言
は
、
辞
書
に
よ
れ
ば
「
老
人
と
な
り
、
理
解
、
記
憶
、
判
断
な
ど
の
能
力
が

衰
え
て
、
子
供
の
よ
う
に
な
る
。
も
う
ろ
く
し
て
子
供
の
よ
う
に
他
愛
な
く
な

る（
13
）」
と
の
意
味
で
、
特
別
に
還
暦
を
さ
す
表
現
で
は
な
い
。
た
だ
、
立
圃
は
、

還
暦
の
年
の
十
二
月
に
、「
老
は
児
年
も
二
た
び
小
春
哉
」
と
の
巻
末
発
句
を
残
し

て
い
る（
14
）
か
ら
、
こ
れ
と
跋
文
が
呼
応
す
る
と
考
え
れ
ば
合
点
が
い
く
。『
十
帖

源
氏
』
の
跋
文
に
は
「
ま
し
て
齢
か
た
ふ
き
た
そ
が
れ
の
そ
ら
め
あ
や
し
く
ま
き

返
す
手
も
た
ゆ
し
」
と
、
老
年
の
衰
微
が
描
か
れ
て
お
り
、
渡
辺
守
邦
に
よ
る
跋

文
執
筆
時
を
還
暦
と
す
る
説
は
首
肯
で
き
る
。

跋
文
は
、
Ｃ
、
Ｄ
が
作
ら
れ
た
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
Ｄ

の
無
跋
無
刊
記
が
先
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
Ｃ
の
跋
文
が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
文
庫
甲
本
に
、
立
圃
自
筆
の
跋
文
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
佐
賀
大
学
小
城
文
庫
甲
本
は
、
も
と
は
無
跋
無
刊
記
本
で
あ
る

が
、
巻
末
の
白
紙
に
、
跋
文
と
立
圃
の
署
名
と
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
。
立
圃
の

署
名
付
き
の
跋
文
は
、
Ｂ
、
Ｃ
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
手

本
に
し
て
、
何な
ん

人ぴ
と

か
が
写
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
た
だ
、
佐
賀
大

学
小
城
文
庫
甲
本
に
は
、
立
圃
の
花
押
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
決
定
的
な
証

拠
と
な
る
。
Ｂ
、
Ｃ
と
も
、「
立
圃
」
の
署
名
は
あ
る
も
の
の
花
押
が
な
い
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
佐
賀
大
学
小
城
文
庫
甲
本
の
跋
文
は
立
圃
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

が
な
く
、
し
た
が
っ
て
Ｄ
が
Ｃ
よ
り
先
行
し
て
い
た
根
拠
に
な
る
。
問
題
は
、
こ

れ
ら
Ｄ
と
Ｃ
は
ど
の
よ
う
な
板
木
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
承
応
三

年
の
還
暦
前
後
に
、
立
圃
は
『
十
帖
源
氏
』
を
脱
稿
し
、
す
ぐ
に
版
下
に
回
し
、

Ｄ
が
板
行
さ
れ
た
。
た
だ
跋
文
が
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
ど
な
く
同
じ
板
木
に
跋
文

を
追
加
し
、
Ｃ
を
板
行
し
た
。
こ
れ
ら
Ｄ
や
Ｃ
の
由
来
で
あ
る
。
Ｄ
や
Ｃ
の
板
木

に
よ
る
本
は
、
お
そ
ら
く
貴
紳
や
門
弟
ら
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ

ば
私
家
版
で
あ
り
、
利
益
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
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あ
る
程
度
の
部
数
を
刷
っ
た
ら
、
板
木
は
破
却
し
た
か
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
洛
陽
紙
価
の
喩
え
の
よ
う
に
、
人
々
は
立
圃
の
『
十
帖
源
氏
』
を
求
め

た
。
あ
の
長
大
な
源
氏
物
語
が
、
挿
絵
付
き
で
わ
か
り
や
す
く
、
和
歌
を
中
心
に

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
人
気
に
目
を
付
け
た
書
肆
が
、

京
の
荒
木
利
兵
衛
で
あ
る
。
万
治
四
年
（
一
六
六
一
年
）
四
月
に
、『
十
帖
源
氏
』

の
覆
刻
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。
出
版
の
さ
い
に
、
制
作
費
を
低
く
抑
え
る
た

め
、
Ｄ
と
Ｃ
の
板
木
を
譲
り
受
け
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
初
版
の
板

木
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
初
版
の
本
を
被
せ
彫
り
に

し
て
、
覆
刻
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
覆
刻
し
た
本
が
Ａ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
覆

刻
の
図
版
に
は
ミ
ス
や
省
略
が
わ
ず
か
な
が
ら
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね

忠
実
に
初
版
を
覆
刻
し
、
絵
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
物
と
見
紛
う
出
来
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
覆
刻
に
さ
い
し
て
は
、
か
な
り
腕
の
た
つ
職
人
に
頼
ん
だ
は
ず
だ
。
長
ら
く

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
が
同
一
の
板
木
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
そ

の
腕
の
良
さ
は
証
明
で
き
る
。
荒
木
利
兵
衛
に
よ
る
覆
刻
は
、
立
圃
の
承
認
の
も

と
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
米
谷
巌
「
野
々
口
立
圃
年
譜
」
の
寛
文
元
年
（
一
六

六
一
年
）
一
月
一
九
日
の
条
に
、
川
崎
二
郎
左
衛
門
宛
返
信
と
し
て
「『
十
帖
源

氏
』
が
出
来
た
の
で
弐
部
持
参
し
た
こ
と
。
紙
を
別
段
に
大
き
く
刷
ら
せ
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
ご
堪
忍
願
い
た
い
こ
と
」
と
の
記
述
が
あ
る（
15
）。
万
治
の
年
号

は
、
万
治
四
年
四
月
二
五
日
に
寛
文
に
改
元
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
精
確
に

は
万
治
四
年
一
月
一
九
日
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
譜
に
示
さ
れ
た
書
簡

は
「
川
崎
方
孝
宛
立
圃
書
簡
集
」（『
諸
家
自
筆
本
集
』
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳

書
集
成　

第
三
五
巻　

八
木
書
店　

一
九
九
九
年　

三
一
六
頁
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
書
簡
に
は
、
京
を
「
罷
立
」、
そ
の
後
「
伏
見
ニ
一
夜
舟
ニ
一
夜
昨
朝

是
へ
罷
帰
申
候
」
と
あ
る
。
京
か
ら
伏
見
を
経
由
し
「
是
」
に
「
罷
帰
」
の
で
あ

る
。「
是
」
は
大
坂
で
あ
ろ
う
。「
罷
帰
」
と
あ
る
か
ら
、
立
圃
が
大
坂
に
住
し
て

い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
万
治
か
ら
寛
文
の
頃
の
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
立
圃
が
還

暦
を
迎
え
、『
十
帖
源
氏
』
の
初
版
を
発
行
し
た
だ
ろ
う
承
応
三
年
（
一
六
五
四

年
）
頃
は
、
立
圃
は
京
に
住
し
、
江
戸
と
さ
か
ん
に
往
還
し
て
お
り
、
大
坂
に
「
罷

帰
」
と
す
る
こ
の
書
簡
の
表
現
と
矛
盾
す
る
。
万
治
年
間
に
は
、
立
圃
は
大
坂
に

住
し
て
い
た
か
ら
、
京
都
か
ら
大
坂
に
「
罷
帰
」
と
す
る
、
こ
の
書
簡
の
記
述
と

は
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
書
簡
に
出
て
く
る
『
十
帖
源
氏
』
は
初
版
で
な
く
し
て
覆

刻
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
万
治
四
年
の
一
月
に
は
、『
十
帖
源
氏
』
の
覆
刻
は
で
き

あ
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
Ａ
の
刊
記
は
万
治
四
年
四
月
で
は
あ
る
も
の
の
、

出
版
は
刊
記
通
り
で
な
い
こ
と
は
、
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
年
に
、

立
圃
は
『
お
さ
な
源
氏
』
を
出
版
し
て
い
る
。『
お
さ
な
源
氏
』
は
、『
十
帖
源
氏
』

を
さ
ら
に
簡
略
に
し
た
、
婦
女
子
向
け
の
も
の
と
さ
れ
る
。『
お
さ
な
源
氏
』
の
出

版
は
『
十
帖
源
氏
』
の
好
評
を
受
け
て
の
も
の
に
相
違
な
い
。『
十
帖
源
氏
』
の
覆

刻
は
多
く
の
読
者
に
よ
り
待
望
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
吉
田
幸
一
の
調
査
に
よ
る
と
、
元
禄
期
に
販
売
さ
れ
て
い
た
『
十
帖
源

氏
』
は
「
ゑ
さ
う
し
や
」、
す
な
わ
ち
鶴
屋
喜
右
衛
門
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
16
）。

い
つ
の
頃
か
は
不
明
だ
が
、『
十
帖
源
氏
』
の
覆
刻
の
板
木
は
、
荒
木
利
兵
衛
か
ら

鶴
屋
喜
右
衛
門
に
移
っ
た
。
そ
の
さ
い
に
、「
荒
木
利
兵
衛
板
行
」
の
文
言
は
削
ら

れ
、「
立
圃
」
の
署
名
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
本
が
Ｂ
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
Ｄ
、
Ｃ
の
板
木
は
初
版
で
、
Ａ
、
Ｂ
の
板
木
は
そ
れ
を
覆
刻
し
た

も
の
で
あ
る
。
初
版
は
Ｄ
か
ら
Ｃ
と
い
う
順
で
、
立
圃
の
還
暦
前
後
に
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
板
木
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
覆
刻
が
万
治
四
年
に
は
荒
木
利

兵
衛
に
よ
り
出
さ
れ
（
Ａ
）、
そ
の
覆
刻
の
板
木
は
別
の
書
肆
に
渡
り
、
出
版
さ
れ
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て
い
た
（
Ｂ
）、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

吉
田
幸
一
に
よ
り
、『
十
帖
源
氏
』
は
四
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。
成
立
は
Ｄ
→
Ｃ

→
Ａ
→
Ｂ
の
順
で
あ
り
、
同
一
の
板
木
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
成

立
順
に
は
異
論
は
な
い
が
、
板
木
は
切
り
か
わ
っ
て
い
る
。
Ｃ
と
Ａ
の
間
に
は
断

絶
が
あ
り
、
Ｄ
と
Ｃ
の
初
版
に
対
し
、
そ
の
覆
刻
が
Ａ
と
Ｂ
で
あ
る
。
初
版
の
代

表
的
な
本
と
さ
れ
た
桃
園
文
庫
乙
本
は
、
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
、
初
版
の
完
本

で
は
な
い
。
Ｄ
の
初
版
の
代
表
的
な
完
本
と
し
て
は
、
佐
賀
大
学
小
城
文
庫
甲
本

か
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
を
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
佐
賀
大
学
小
城

文
庫
甲
本
は
、
立
圃
自
筆
の
跋
文
が
あ
り
、
Ｃ
と
Ｄ
の
先
後
を
究
明
す
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
諸
本
の
各
巻
の
冒
頭
一
行
、
最
終
丁
一
行
目
の
行
の
長
さ
（
高
さ
）

を
計
測
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
板
木
の
違
い
を
考
察
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
挿
絵
の

違
い
か
ら
も
、
Ｄ
と
Ｃ
、
Ａ
と
Ｂ
の
板
木
の
切
り
か
わ
り
は
証
明
で
き
た
。
覆
刻

は
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
年
）
前
後
、
荒
木
利
兵
衛
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の

で
、
後
に
鶴
屋
喜
右
衛
門
に
求
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
初
版
と
覆
刻
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
未
調
査
の
本
も
多
い
。
島

内
景
二
が
紹
介（
17
）
し
た
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
『
十
帖
源
氏
』
の
断
簡
も
未

調
査
で
あ
る
。
島
内
景
二
に
よ
れ
ば
、「
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
『
十
帖
源

氏
』
の
挿
絵
十
八
枚
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
『
十
帖
源
氏
』
の
挿
絵
と
は
、
す

べ
て
異
な
る
板
木
か
ら
刷
ら
れ
て
い
る
」「
し
か
も
十
八
枚
の
う
ち
七
枚
が
、
従
来

知
ら
れ
て
い
る
挿
絵
と
は
左
右
反
転
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
非
常
に
興

味
深
い
発
見
で
あ
る
。
た
だ
、
残
念
な
の
は
、
こ
れ
が
「
本
」
で
あ
っ
た
か
疑
問

が
残
る
と
こ
ろ
だ
。
島
内
景
二
は
、『
十
帖
源
氏
』
が
、「
あ
る
い
は
、
長
崎
で
新

た
に
刷
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
す
る
が
、
本
文
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
図
版
の

み
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『
十
帖
源
氏
』
の
図
版
だ
け
を
被
せ
彫
り
に

し
た
も
の
で
、
そ
の
絵
画
を
土
産
な
ど
に
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。『
十
帖

源
氏
』
の
地
方
版
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
現
存
す
る
諸
本
で
の
報
告
は
な
く
、

現
状
で
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
諸
本
に
つ
い
て
の
調
査
は
今
後
と
も
す
す
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
初
版
と
覆
刻
の
本
文
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。
ざ
っ
と
瞥
見
し
て
気
付
い
た
異
同
箇
所
を
あ
げ
る
と
、
一
つ
は
、
巻

二
「
葵
」
巻
の
四
五
丁
オ
に
あ
る
「
い
ま
も
見
て
な
か
〳
〵
袖
を
く
た
す
か
な
」

の
和
歌
に
付
さ
れ
た
「
大
宮
」
の
箇
所
が
、
初
版
は
「
大
」
の
上
部
が
少
し
く
削

れ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
被
せ
彫
り
に
し
た
さ
い
に
は
「
大
」
を
削
除
し
た
ら
し

く
、
覆
刻
で
は
「
宮
」
と
な
り
、「
大
」
の
片
鱗
も
見
え
な
い
。
こ
れ
は
初
版
の
板

の
瑕
疵
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
一
つ
、
巻
八
「
角
総
」
巻
の
二

三
丁
オ
一
行
目
「
か
ほ
る
の
御
心
の
有
か
た
う
あ
は
れ
な
れ
は
こ
よ
な
う
も
ゝ
」

の
末
尾
部
分
「
も
ゝ0

」
は
、
初
版
は
踊
り
字
で
あ
る
が
、
覆
刻
で
は
「
も
も0

」
と
、

踊
り
字
が
「
も
」
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。
覆
刻
に
さ
い
し
て
、
大
幅
な
本
文
の

差
し
替
え
な
ど
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
か
よ
う
な
微
調
整
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
本
文
の
細
か
な
違
い
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）
『
犬
子
集
』（『
初
期
俳
諧
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
九
一
年　

一
三
頁
・
九
四
頁
）。
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（
2
）	

湯
浅
佳
子
「
立
圃
『
お
さ
な
源
氏
』『
十
帖
源
氏
』」（
鈴
木
健
一
編
『
源
氏
物
語
の
変

奏
曲
―
江
戸
の
調
べ
―
』
三
弥
井
書
店　

二
〇
〇
三
年
）、
中
西
健
治
「
十
帖
源
氏

攷
」（『
源
氏
物
語
の
な
ご
り
―
梗
概
本
・
後
期
物
語
な
ど
―
』
新
典
社　

二
〇
一
三

年
）、
阿
美
古
理
恵
「
野
々
口
立
圃
編
画
『
十
帖
源
氏
』
に
お
け
る
松
永
貞
徳
の
影
響
―

山
本
春
正
と
の
比
較
を
通
じ
て
―
」（「
哲
学
会
誌
」（
学
習
院
大
学
哲
学
会
）
第
三
二

号　

二
〇
〇
八
年
五
月
）、
石
渡
健
児
「『
十
帖
源
氏
』
か
ら
『
お
さ
な
源
氏
』
へ
―
そ

の
梗
概
化
の
方
法
・「
末
摘
花
」
巻
の
場
合
―
」（「
國
學
院
大
學
大
学
院
平
安
文
学
研

究
」
第
一
号　

二
〇
〇
九
年
九
月
）
な
ど
。

（
3
）	

『
繪
入
本
源
氏
物
語
考
』（
上　

日
本
書
誌
学
大
系　

青
裳
堂
書
店　

一
九
八
七
年　

一
九
五
頁
）。

（
4
）	

中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
資
料
影
印
集
成
』（
第
一
二
巻　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

一

九
九
〇
年　

四
頁
）
の
「
解
題
」、
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東

京
堂
出
版　

二
〇
〇
一
年　

三
九
七
頁
）、
島
内
景
二
「
変
革
の
時
代
と
源
氏
文
化
―

文
化
統
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
役
割
―
」（
高
橋
亨
・
久
富
木
原
玲
・
中
根
千
絵
編

『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
―
』
翰
林
書

房　

二
〇
一
二
年　

四
八
四
頁
）、
な
ど
。

（
5
）	

『
書
物
散
策
―
近
世
版
本
考
―
』（
木
村
三
四
吾
著
作
集
Ⅲ
）
八
木
書
店　

一
九
九

八
年
。
な
お
、
初
出
は
「
西
鶴
織
留
諸
版
考
」（「
ビ
ブ
リ
ア
」
第
二
八
号　

一
九
六
四

年
八
月
）。

（
6
）	

以
下
、
計
測
し
た
行
を
そ
れ
ぞ
れ
記
す
。
な
お
、
巻
の
冒
頭
は
巻
の
名
前
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
計
測
の
対
象
外
と
し
、
各
巻
の
冒
頭
一
行
目
、
各
巻
の
最
終
丁
一

行
目
を
計
測
し
た
。
巻
二
「
夕
顔
」
巻
冒
頭
「
同
し
き
年
の
夏
六
条
院
の
御
休
所
へ
し

の
ひ
て
か
」。
巻
二
「
葵
」
巻
最
終
丁
「
か
う
し
も
や
は
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
れ
あ
は
れ
に

か
た
し
け
な
」。
巻
三
「
榊
」
巻
冒
頭
「
斎
宮
の
御
く
た
り
ち
か
つ
く
ま
ゝ
に
御
休
所
物

心
ほ
そ
く
」。
巻
三
「
絵
合
」
巻
最
終
丁
「
参
ら
せ
ら
る
女
は
う
の
さ
ふ
ら
ひ
に
北
南
に

わ
か
れ
て
」。
巻
四
「
松
風
」
巻
冒
頭
「
東
の
院
作
り
た
て
ゝ
花
散
里
う
つ
ろ
は
し
給
ふ

西
の
」。
巻
四
「
乙
女
」
巻
最
終
丁
「
ふ
た
に
花
紅
葉
こ
き
ま
せ
て
お
ほ
き
や
か
な
る
わ

ら
は
の
」。
巻
五
「
玉
鬘
」
巻
冒
頭
「
年
月
へ
た
ゝ
り
ぬ
れ
と
夕
か
ほ
の
事
わ
す
れ
給
は

す
」。
巻
五
「
真
木
柱
」
巻
最
終
丁
「
す
く
せ
と
か
し
つ
き
聞
え
給
ふ
又
い
か
な
る
お
り

に
か
あ
り
け
ん
」。
巻
六
「
梅
枝
」
巻
冒
頭
「
明
石
の
姫
君
十
二
才
御
も
ぎ
の
事
お
ほ
し

い
そ
く
朱
雀
院
」。
巻
六
「
若
菜
下
」
巻
最
終
丁
「
い
た
く
わ
つ
ら
ひ
給
ふ
お
と
ゝ
母
北

方
さ
は
ぎ
て
よ
そ
〳
〵
に
て
」。
巻
七
「
柏
木
」
巻
冒
頭
「
ゑ
も
ん
の
か
ん
の
君
の
な
や

み
お
こ
た
ら
て
年
も
か
へ
り
ぬ
」。
巻
七
「
竹
川
」
巻
最
終
丁
「
ね
は
さ
ら
に
参
給
は
す

年
こ
ろ
あ
り
て
又
お
と
こ
み
こ
」。
巻
八
「
橋
姫
」
巻
冒
頭
「
八
の源

の
弟宮

は
お
ほ
や
け
わ
た

く
し
に
よ
り
所
な
く
さ
し
」。
巻
八
「
角
総
」
巻
最
終
丁
「
ゆ
く
す
ゑ
か
け
て
な
に
た
の

む
ら
ん
」。
巻
九
「
早
蕨
」
巻
冒
頭
「
中
君
は
春
の
ひ
か
り
を
見
給
ふ
に
も
い
か
て
か
く

な
か
ら
へ
」。
巻
九
「
浮
舟
」
巻
最
終
丁
「
け
れ
と
少
将
の
か
た
の
な
や
み
侍
れ
は
そ
の

近
き
寺
」。
巻
十
「
蜻
蛉
」
巻
冒
頭
「
宇
治
に
は
う
き
舟
の
お
は
せ
ぬ
を
も
と
め
さ
は
け

と
」。
巻
十
「
夢
浮
橋
」
巻
最
終
丁
「
給
ふ
人
あ
ら
は
わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
き
事
と
見
る

も
心
く
る
」。

（
7
）	

こ
の
佐
賀
大
学
小
城
文
庫
甲
本
に
つ
い
て
は
、
沼
尻
利
通
「
佐
賀
大
学
小
城
鍋
島
文

庫
『
十
帖
源
氏
』
の
挿
絵
と
覆
刻
」（
白
石
良
夫
・
青
木
歳
幸
『
小
城
藩
と
和
歌
～
直
能

公
自
筆
『
岡
花
二
十
首
和
歌
』
の
里
帰
り
～
』
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
で
詳
し
く
考
察
し
た
。

（
8
）	

他
に
、
以
下
の
本
を
調
査
し
た
。
Ａ
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
請
求
番
号
：
甲

和/809

）。
Ｂ
は
、
東
洋
文
庫
本
（
請
求
番
号
：
三-Fa3-84

）、
桃
園
文
庫
甲
本
（
請
求

番
号
：
桃8/103

）、
京
都
大
学
総
合
図
書
館
（
請
求
番
号
：30/

シ/4

）、
筑
波
大
学
附

属
図
書
館
本
（
請
求
番
号
：
ル150-11

）、
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
（
大
阪
女
子
大
学
旧

蔵
）
甲
本
（
請
求
番
号
：913.36/N

4-2/1

～1	0

）。
Ｃ
は
、
国
会
図
書
館
本
（
請
求
番

号
：196-91

）、
鶴
見
大
学
図
書
館
本
（
請
求
番
号
：913.365/N

）。
Ｄ
は
、
大
阪
府
立

大
学
図
書
館
（
大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
）
乙
本
（
請
求
番
号
：913.36/N

4-2/1

～1	0

）。
な

お
、
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
（
大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
）
の
甲
本
と
乙
本
は
、
両
本
と
も

巻
三
を
欠
く
。
ま
た
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
本
は
、
巻
一
の
目
次
・
序
文
は
補
写
。

（
9
）	

注
３　

二
〇
九
頁
。

（
10
）	

「『
十
帖
源
氏
』『
お
さ
な
源
氏
』
と
無
刊
記
本
『
源
氏
物
語
』
―
若
紫
巻
の
本
文
―
」

（「
青
須
我
波
良
」
第
五
八
号　

二
〇
〇
三
年
三
月
）。

（
11
）	

注
７
参
照
。

（
12
）	
「
十
帖
源
氏
」
の
項
（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻　

岩
波
書
店　

一
九
八
四
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年　

二
七
七
頁
）。

（
13
）	

「
お
い
て
再
（
ふ
た
た
）
び
稚
児
（
ち
ご
）
に
な
る
」
の
項
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第

二
版　

第
二
巻　

小
学
館　

二
〇
〇
一
年　

八
三
一
頁
）。

（
14
）	
米
谷
巌
「
野
々
口
立
圃
年
譜
」（『
十
帖
源
氏
』
下
巻　

古
典
文
庫　

一
九
八
九
年　

四

六
九
頁
）。

（
15
）	

注
14　

四
八
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
尾
形
仂
「
立
圃
書
簡
十
八
通
ほ
か
」（「
連

歌
俳
諧
研
究
」
第
四
一
号　

一
九
七
一
年
九
月
）
に
は
「
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
、
立

圃
六
十
八
歳
）
正
月
十
六
日
、
京
よ
り
大
阪
へ
下
り
、
十
九
日
、
宿
所
に
て
認
め
た
も

の
」
と
あ
る
。
注
14
米
谷
説
と
は
微
妙
に
食
い
違
う
が
、
万
治
か
ら
寛
文
頃
の
書
簡
と

す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

（
16
）	

注
３　

二
〇
七
頁
。

（
17
）	

注
４
島
内
論
文　

四
八
四
頁
。

※
本
研
究
は
、
白
石
良
夫
先
生
が
主
宰
す
る
研
究
会
（
小
城
鍋
島
文
庫
『
十
帖
源
氏
』
研
究

会
）
で
の
成
果
で
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
、
会
員
諸
氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
諸
機
関
、
な
ら
び
に
、
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ

さ
っ
た
、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
、
酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料

館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
研
究
はJSPS

科
研
費22820043
、24720099

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
す
。




